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層雲峡の大函周辺には小規模な滝や沢水が流れ込み、気温の低下とともに氷柱や氷壁が形成されます。

これらの氷は融解と凍結を繰り返しながら日々成長し、冬の層雲峡を象徴する自然景観のひとつとなっ

ています。規模は大きくありませんが、峡谷の地形と相まって、冬ならではの特徴的な氷の造形を観察

できます。 

層雲峡の峡谷は、数十メートルを超える切り立った断崖が延々と続き、まるで巨大な岩の回廊のような

地形をつくり出しています。谷底は一年を通して日光が差し込みにくく、冷たい空気が滞留しやすいた

め、周囲の気温は平地よりも低く保たれます。こうした独特の環境が、周辺を流れる滝や湧き水を冬に

は一気に凍らせ、層雲峡ならではの壮大な氷瀑や氷柱を生み出す要因となっています。 

今年は 12 月に気温が上がった影響で、氷瀑の一部がいったん溶けてしまいました。しかし、1 月に入

って再び冷え込みが強まり、氷はしっかりと凍り直しました。ここ数年は暖冬傾向が続いていました

が、今冬は久しぶりに層雲峡らしい厳しい寒さが戻ってきたようです。 

 

 

【 層雲峡大函・1 月 】 
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【銀河の滝】 

層雲峡・銀河の滝は、柱状節理の断

崖を白糸のように流れ落ちる優美

な滝で、「女滝」とも呼ばれます。 

【流星の滝】 

銀河の滝と対をなす「男滝」と呼ば

れる豪快な直瀑で、柱状節理の断崖

を力強く落下します。 

※流星の滝は水量が多く、 

完全結氷しにくい形状なの

ですべて凍ることはありま

せん。 

完全氷結が生じる滝は、一般

に流量が少なく、落水が微細

な飛沫として拡散しやすい

形態を示す場合に凍結が進

行しやすいとされています。

飛散した水滴が外気温の低

下により急速に過冷却・凍結

を繰り返すことで、氷晶が層

状に堆積し、氷瀑として発達

するメカニズムが形成され

ます。 

http://sounkyovc.net/

